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スリランカの刑事司法における取組み 

～量刑政策と児童虐待事案等に関する刑事司法～

国際協力部教官　
山　下　拓　郎

１　はじめに

スリランカ社会民主共和国（以下「スリランカ」という。）は、１９８３年以降２０
年以上の内戦が続き、２００９年に内戦が終結してからは、健全な社会制度の再建に向
けた取組みを行っている。もっとも、特にスリランカの裁判所においては、様々な要因
により、刑事訴訟が遅延し、さらに、多量の未済事件が長期間滞留している状態であ
り、内戦時代の重大犯罪の処罰を含む重大事件の犯罪者が適切に処罰されないなどの問
題が生じていた。
独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）は、スリランカ政府から刑事司法の実務改善
に関する要請を受け、当部もこれに協力し、２０１９年以降現地調査等を実施したとこ
ろ、スリランカは、イギリスの植民地だった影響からイギリス法の強い影響を受けた磐
石な法制度を有している上、司法関係者も相当程度の能力を備えているものの、イギリ
スから継受した複雑な刑事手続を硬直的に行なっていることにより、立証活動の非効率
性など、訴訟遅延や未済事件の滞留を引き起こす様々な問題が生じていると考えられ
た。そこで、ＪＩＣＡは、刑事訴訟の遅延解消をテーマとして国別研修を実施すること
とし、当部もこれに協力する形で、我が国の刑事司法の概要の紹介や、刑事手続の迅速
化の取り組みの一つとして、公判前整理手続の概要説明や、模擬公判前整理手続などを
行ってきた1。
スリランカにおいて、２０２２年に Pre-Trial Conference（公判前手続）が導入された

改正刑事訴訟法が施行されたところ、その後は、同手続が効果的に運用されるよう
Standard Operating Protocol（標準運用指針）の策定に向けた活動等を行ってきた。
現在、２０２３年１１月から開始されているＪＩＣＡ国別研修「公正な司法アクセス
強化」においても、当初は、この Standard Operating Protocolの策定に向けた議論を引き
続き行うこととし、２０２４年３月には、Standard Operating Protocolの最終ドラフトを
完成させるため、本邦研修2が実施された。当該本邦研修後に Standard Operating Protocol

の最終ドラフトが完成したため、２０１９年から行ってきた Pre-Trial Conferenceに関す
る活動がひと段落した。
「公正な司法アクセス強化」を実現するためには、さらに、刑事実務改善を図る必要
があるところ、その後は、量刑政策と児童虐待及びジェンダーに基づく暴力（Sexual 

1  従前の活動の概要については、ＩＣＤ　ＮＥＷＳ８３号１４０頁以下、同８７号２０９頁以下、同８９号１２２頁以
下、同９１号１１４頁以下、同９３号１５０頁以下の各研修等に関する記事を参照されたい。
2  同本邦研修については、ＩＣＤ　ＮＥＷＳ１００号１５１頁以下を参照されたい。
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and Gender Based Violence：ＳＧＢＶ）を取り上げることとし、２０２４年７月には、
主に法曹向けに量刑政策に関する現地セミナーを、また、主にスリランカ警察向けに児
童虐待事案等の被害者供述の重要性や、捜査事項や技法に関する現地セミナーを実施し
た3。同現地セミナー後も、カウンターパートであるスリランカ司法省からの要望で、引
き続き量刑政策と、児童虐待事案・性犯罪事案を国別研修のテーマとして取り扱うこと
となった。
以下では、上記の経緯を経て実施した現地セミナー（２０２４年１２月実施）や本邦
研修4（２０２５年２月に実施）について、紹介するとともに、スリランカにおける課題
や取組みについても紹介したい。なお、本稿中の意見にわたる部分は、当職の私見であ
る。

２　量刑政策について

⑴　背景
現在のイギリスでは、量刑ガイドライン5が策定されているが、スリランカは、前
述のとおりイギリス法の影響を強く受けた法制度となっているものの、量刑ガイドラ
インは存在しない。さらに、従前行ってきたスリランカの法律実務家等へのヒアリン
グ結果によると、スリランカにおいては、①裁判官の量刑判断手法が不透明であり、
同種の事件でも裁判官によって、量刑判断に大きな違いが生じることがあること、②
被告人が自白したとしても、厳罰に処されるような事案があり、被告人が自白したこ
とが量刑上有利に考慮されていないと思われる事例もあるため、スリランカの低い有
罪率に鑑みると、無罪主張をして無罪判決を得る方針をとる方が被告人の利益になる
可能性があると考えても仕方がないという事情などが存在するようである。このよう
な状況に鑑みると、裁判官の量刑判断の不透明さが否認事件の増加を引き起こす一つ
の要因となっており、訴訟遅延や未済事件の滞留が生じている可能性があると考えら
れた。
スリランカにおいても、量刑の不統一性や地域格差の是正、さらに、量刑判断の透
明性や予測可能性を確保するため、現在、元最高裁判所判事などを中心として、量刑
政策検討委員会が組織されており、量刑ガイドラインを作成に向けた検討がなされて
いる。
⑵　現地セミナー（２０２４年１２月）

主にスリランカの法曹に向けて、児童虐待事案や、性犯罪事案をテーマとしたセミ
ナーを実施した。同セミナーの中で、当部樋口教官より、性犯罪の類型を取り上げ、
我が国における量刑判断の思考方法等に関する講義を実施した。その際には、当部樋
口教官より、一般的な量刑判断の手法について説明した上で、性犯罪事案や、児童虐

3  ２０２４年７月の現地セミナーの概要等については、ＩＣＤ　ＮＥＷＳ１００号２２１頁以下を参照されたい。
4  同本邦研修の日程については、別添１、研修員については、別添２のとおり。
5  イギリスにおいては、量刑評議会において量刑ガイドラインが策定されており、これは同会のホームページ（https://
www.sentencingcouncil.org.uk）において、一般に公開されている。
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待事案に関して、量刑判断上の考慮要素を交えながら、行為責任主義の考え方を基に
いかにして量刑を決定するかという点に着目した講義を実施した。
⑶　本邦研修（２０２５年２月）

本邦研修では、量刑判断の手法に関し、日本大学大島隆明教授（元東京高等裁判所
裁判官）に、わが国における量刑判断の手法についての講義を実施していただいた。
さらに、その講義に引き続き、量刑ケーススタディとして、以下の３問の事例につ
いて、研修員を３グループに分けスリランカにおいてどのような量刑判断になるかを
検討してただいた6。
ア　事例１概要及び研修員の意見

事例１の概要は、スポーツクラブのインストラクターである被告人Ａが当時１０
歳の被害女児Ｂに対する指導終了後、ＢをＢの自宅に自動車で送り届ける途中、立
ち寄った駐車場内において、後部座席で寝ていたＢのズボンとパンツを脱がせ、Ｂ
の陰部を直接触わり、わいせつ行為に及んだという事案である。Ａによる犯行は、
本件当時が初めてであるものの、Ｂは本件被害により多大な恐怖を感じ、パニック
症状が出るようになったことや、Ａは、本件犯行を認め反省の弁を述べるととも
に、Ｂの両親に４００万円支払い、示談が成立したという事情がある。
スリランカにおいては、この種のわいせつ事案の場合には、拘禁刑７年から２０
年の範囲で法定刑が定められているとのことであった。
もっとも、各グループでの議論の結果、示談していることを考慮して、裁判官の
裁量により、拘禁刑２年執行猶予１０年と判断すると述べたグループ１7、法定刑の
下限の拘禁刑７年から検討を開始し、事案の重大性に鑑みて３年加重し、１０年の
拘禁刑と判断したグループ２、法定刑の中間の拘禁刑１３年から検討を開始し、被
告人にとって不利な情状と有利な情状を丁寧に検討して１０年程度の拘禁刑が妥当
としたグループ３と結論に差が出る結果となった。
イ　事例２概要及び研修員の意見

事例２の概要は、被告人Ａが女性Ｂと交際する中で、Ｂの姪であるＣ（当時１１
歳）と親しくなったところ、Ｂ及びＣと海辺のホテルで宿泊した際、Ｃを姦淫した
という事案である。もっとも、Ａは、本件犯行の際に、Ｃに対して暴力や脅迫を行
なっておらず、証拠上ＣがＡの姦淫行為を拒んだ状況が認められず、Ｃの意思に反
してＡがＣに対する姦淫行為に及んだとまでは認め難く、その後、ＡとＣは、繰り
返し性行為をするようになり（本件後の複数の性行為については、起訴されていな
い。）、一時は同居したこともあったが、Ｃは、Ａとの交際解消後、自身の母親に本
件被害を打ち明けたという事情がある。

6  スリランカにおいては、通常の業務の中で、機関の枠組みを超えて議論したり、打ち合わせなどの調整をしたりする
ことがほとんどないとのことであったため、様々な立場の方が混在するように３グループを作り、各事案について、ス
リランカにおいて、どのように量刑判断がなされるのか各グループに議論していただいた。
7  研修員によると、裁判官に法定刑の下限を下回る刑を科す裁量は法律上認められているわけではないが、最高裁判所
の判例により、裁判官は、この法定刑に拘束されることはなく適切に裁量権を行使すれば、法定刑の下限を下回る判断
を科すことが可能となっているようである。
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この種事案については、スリランカの法定刑では１０年から２０年の拘禁刑とさ
れている。
この事案においても、被害者が１１歳の女児であること、被告人が自らの立場を
利用した犯行であることを考慮して１３年と判断したグループ１、裁判官の裁量権
行使を前提として３年の拘禁刑と判断したグループ２、各種量刑事情を考慮して、
１０年と判断したグループ３とまたも結論が異なる結果となった。
ウ　事例３概要及び研修員の意見

事例３の概要は、被告人Ａは、路上通行中のＢを発見し、強姦しようと考え、刃
物のようなものとガムテープなどを手に持って、Ｂに近づいた。Ａは、Ｂに背後か
ら近づくと、Ｂの背後から片腕で首を絞め、刃物のようなものをＢに示して、「静
かにしろ。」と申し向け、暴行脅迫を加え、Ｂを近くの廃屋敷地内に連行し、Ａ
は、ＢにＡの陰茎を手淫ないし口淫させたのち、Ｂが所持していたカバンをＢの頭
に被せ、目隠しをした状態で、Ｂを姦淫した結果、Ｂは、本件被害にあった後、Ｐ
ＴＳＤになったという事案であり、Ａは、本件発覚後、自身の姉の助けを借りて、
Ｂに対し、被害弁償金の一部として２００万円支払ったという事情が存在する。
この種事案については、スリランカの法定刑では、１０年から２０年の拘禁刑と
されている。
この事案については、時間の都合上グループ２の検討結果のみしか共有できな
かったが、同グループは、姦淫行為以外に口淫や手淫させたという過度な犯罪に及
んでいる一方で、被害弁償金の一部を考慮して、１０年程度の拘禁刑が妥当である
との意見が出た。

⑷　研修を経ての所感
前記⑴記載のヒアリング結果を踏まえると、裁判官の量刑の判断過程が不透明であ
り、統一性がないことや、地域格差も生じていることなどの事情から、そもそも、量
刑判断の手法が画一的ではなく、量刑の考慮要素も十分に検討されていないのではな
いかと考えられた。
しかし、本邦研修において量刑ケーススタディを実施し、各事案について、スリラ
ンカではどのような量刑判断がなされるかについて検討していただいた結果、スリラ
ンカの法曹においても、事案の重大性（行為の危険性や結果の危険性等）を念頭に置
き、一般情状事実を考慮して調整するという行為責任主義と同様の思考方法により量
刑判断をしていることがうかがえた。もっとも、裁判官の裁量により大きく減刑でき
る仕組みがあることや、その裁量権行使も個々の裁判官の判断に委ねられており、裁
判官によって裁量権を行使するかどうかが大きく分かれる（ひいては、最終的な刑期
の結論に大きく差が出る）ことがうかがえた。
さらに、個々の量刑事情の評価にも人によって大きく差があるようであり、刑罰の
均衡を実現する必要性の観点からは、裁判官の当該裁量権行使の適切かつ統一的な運
用を実現するとともに、各量刑事情を刑罰という形で数値化する際の評価の方法や、
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ダイヴァージョン制度の活用に一定の指針を設けることにより同種事案における刑の
均衡を図る必要があると感じられた。
その点で、量刑政策委員会において、量刑ガイドラインを策定しようという試み
は、各裁判官の事実評価や裁量権行使等を一定程度統一的に運用するために必要と思
われる取組であり、今後も動向を注視する必要があると感じられた。

３　性犯罪事案・児童虐待事案における取組みについて

⑴　背景
スリランカでは、児童虐待や性犯罪が深刻な問題となっており、特に児童に対する
性犯罪は、児童が被害者となった犯罪３２１３件のうち、１２５４件と半数近くを占
めている8。
また、２０２４年１２月に事件当時児童に対する性犯罪事案の公判を傍聴し、警察
署の子供や女性を保護する部署を視察したところ、①スリランカの地方部であるアヌ
ラダプラの警察署の児童・女性局施設では、児童や女性が相談に来て話がしやすいよ
うに、ソファや個別ブースを設置したり、絵画や玩具を配置したりするなどの工夫の
跡が見られたが、一方で、相談内容のプライバシーが確保されるか疑念がある場所
で、月６０件から７０件の家族紛争を取り扱っているとのことであり、②複数の性犯
罪被害者の証人尋問を傍聴したところ、事件の発生が証人尋問期日の１０年前や２０
年以上前であり9、③証人尋問の方法においても、性犯罪被害者が証人尋問の前後に被
告人席の直近で一定時間待機させられる状況が存在するなど被害者への配慮が十分で
あるが疑念を抱かざるを得なかった。
⑵　現地セミナー（２０２４年１２月）

前記２⑵記載のとおり、法曹向けのセミナーを実施したところ、同セミナーにおい
て、当職から、被害児童や性犯罪被害者の負担を軽減する方策に関する講義を行っ
た。当職からは、被害者供述が最重要な証拠であるため、被害者から被害状況や犯人
について、一通り聴取する必要があり、捜査の過程で、客観的証拠を必要かつ十分に
収集することにより、公判段階で、被害者が些細な事実や争いのない事実も含めて事
件の全てについて詳細に証言することによって生じる負担が軽減できる可能性がある
ことや、捜査段階で被害者の事情聴取状況を録音・録画することによって、そのビデ
オを公判廷で実質証拠として活用する方策も検討できることなどを指摘した。
さらに、主に警察や司法医官10向けに実施されたセミナーにおいては、法曹向けの
セミナーで実施した講義に加え、泥酔した被害者を友人である被疑者が強姦をしたと
いう架空事件において、いかなる客観証拠を収集すべきか、被害者からどのような供

8  スリランカ警察が把握している２０２４年の認知件数である。
9  傍聴した事件のうち、１０年前の事件は、事件当時６歳の女児（証人尋問時１６歳）で、２０年以上前の事件は、事
件当時１０代の女児（証人尋問時３０代）であった。なお、２０年以上前の事件ついては、被害者が外国に出稼ぎに
行っていた関係で、証人尋問が長きに渡り実施できなかった事件であるとのことであった。
10  Judicial Medical Officer（通称：ＪＭＯ）という役職であり、薬物事件における薬物鑑定、ＤＮＡ鑑定、被害者の診
察、その他科学捜査等、刑事事件に関わるあらゆる検査、鑑定を実施する機関である。
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述を得る必要があるか（聴取する際の注意事項を含む11）などに言及した。加えて、
被害児童に対する事情聴取について、当職が過去に担当した司法面接事案の成功例と
失敗例なども紹介した。
⑶　本邦研修（２０２５年２月）

本邦研修では、①司法面接の概要やＮＩＣＨＤプロトコルの紹介、②中野区児童相
談所の訪問及び児童相談所の役割等に関する概要説明、③東京地方裁判所訪問及び被
害者保護措置（証人尋問の際の遮へい措置や、ビデオリンクシステム等）を施した法
廷の見学等を行い、さらに、④司法面接ケーススタディとして、架空の児童虐待事例
を用いて、研修員に被害児童役、事情聴取者役、バックスタッフ役をそれぞれ担って
いただき、実際に司法面接を体験するプログラム12等を実施した。
研修員からは、「日本には、子供の権利・利益を保護し、さらに被害児童が刑事手
続上大きな負担を受けないように配慮されていることに感銘を受けた。」、「司法面接
を始めてやってみたが、誘導することなく供述を得るということが大変だった。」「児
童相談所を見学できたのが特にいい経験だった。今回の研修で学んだことを少しで
も、スリランカで取り入れられるように検討したい。」などと感想をいただいた。
⑷　研修を経ての所感

スリランカにおいては、そもそも捜査時点から様々な要因が複雑に絡み合って遅延
が生じているところ、特にこの種事案においては、早急な証拠収集を実現するととも
に、被害者から誘導なく丁寧に被害状況等を聴取するという捜査手法の改善等も必要
と思われる。
特に、司法面接ケーススタディにおいて、面接相手が児童であることに鑑みて、誘
導することなく丁寧に供述を聞き取ることに判事を含め多くの研修員が苦戦している
状況がうかがえた。
現地のＮＧＯ等は、スリランカ警察に対し、被害児童からの聴取手法として司法面
接的手法に関するワークショップを実施しているようであるが、法曹等にそのような
手法についての理解が得られていないようにもうかがえ、実際に司法面接を実施する
かはともかく司法関係者に司法面接的手法の意義と有用性についての理解を得られる
よう取組みをしていく必要性が感じられた。

４　おわりに

スリランカは、未だに刑事訴訟の遅延が深刻であるところ、かかる状況は、我が国
にとっても、例えば、我が国の企業等がスリランカに進出し、その社員等がスリラン

11  スリランカでは、捜査機関の警察のみが公判請求前に被害者に対する事情聴取を実施するところ、当該警察の聴取方
法が多分に誘導して被害者供述を得る状況があるようである。また、検察は証人尋問期日よりも前に被害者等に接触す
ることが出来ず、証人テストも実施できないため、公判では検察が、最初から詳細に被害者に事件の概要を説明させる
ようである。また、余談ではあるが、公判進行上、主張整理や証拠整理をする機会がないため、スリランカにおいて
は、検察が、主尋問の際に弁護人からの反論を受けないように主尋問の時点から、些細な事実も含めて証人に証言させ
ようとするようであり、これも訴訟遅延の一因になっていると思料される。
12  同ケーススタディにおいては、司法面接を体験していただくにあたり、ＮＩＣＨＤプロトコルを活用し、研修員に
は、これに沿って模擬司法面接を行なっていただいた。
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カにおいて犯罪に巻き込まれてしまった際に、非常に困難な状況に陥る結果を招いて
しまうことになりかねない。
仮に犯罪の被害者になったとしたら、少なくとも１０年程度結論が出ない上、無罪
になってしまう可能性があるし、他方、万が一えん罪により被告人になってしまった
としても、第一審で無罪を勝ち取るのにも非常に時間がかかる結果となってしまう。
このように訴訟の滞留・遅延は、スリランカ国内の問題だけにとどまらず、スリラ
ンカとの関係を構築する上でも改善するべきものであるため、今後も引き続き、日本
の知見の提供など必要な活動をしていく必要がある。

 以　上
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第６回スリランカ本邦研修日程表（案）
【令和７年２月３日（月）～２月１4日（金）（移動日を含む。）】

 [担当：山下教官、樋口教官、神谷専門官]　

月
日

曜
日

備考午前 休憩等 午後

TIC泊

【訪問（東京地方裁判所刑事部）】
施設見学、公判傍聴（又は模擬手続傍聴）

TIC泊

TIC泊

休務日

【講義】
日本の刑罰と量刑

（大島隆明　元東京高等裁判所部総括判事）

【事例研究・意見交換】
量刑のケーススタディ

（大島隆明　元東京高等裁判所部総括判事　ほか）
法務省赤れんが棟 法務省赤れんが棟

【講義】
刑事手続の迅速化～弁護人の視点から～

（誠法律事務所　弁護士　島田亮）
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【出国】
成田空港発

所長主催意見交換会
森本所長・建元部長

写真
撮影

／

水 TIC泊／
【講義】

検察庁による社会復帰支援について
（東京地方検察庁総務部社会復帰支援室　江藤純子室長）

【講議】
司法面接ケーススタディ

（ＩＣＤ教官　山下拓郎）
法務省赤れんが棟 法務省赤れんが棟

／ 木
【総括質疑・意見交換】

（ICD教官　山下拓郎、同　樋口瑠惟　ほか）
評価会・修了式

国際法務総合センター（IJC）カンファA IJC カンファA

金
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UUDDUUWWAA  VVIIDDAANNAALLAAGGEE  DDOONN  TThhuussiitthhaa  DDaammmmiikkaa

Magistrate, Welisara Magistrate's Court

令令和和６６年年度度ススリリラランンカカ本本邦邦研研修修

1
WWaarrnnaakkuullaassoooorriiyyaa  YYvvoonnnnee  SShhaanntthhii  FFEERRNNAANNDDOO

High Court judge, Negombo High Court

ワワルルナナククララススーーリリヤヤ・・イイボボンンヌヌ・・シシャャンンテティィ・・フフェェルルナナンンドド

ネゴンボ高位裁判所判事

ウェリサラ治安判事裁判所治安判事

3

5

4
MMaahhaaaarraacchhcchhiiggee  NNiirruuppaa  NNAANNAAYYAAKKKKAARRAA

マトゥガマ治安判事裁判所治安判事

2
SSeellllaahhaannddii  IInnddrriikkaa  KKAALLIINNGGAAWWAANNSSAA  

クルネガラ高位裁判所判事

セセララハハンンデディィ・・イインンドドリリカカ・・カカリリンンガガワワンンササ

High Court Judge, Kurunegara High Court

ススララウウィィーーララ・・アアララチチチチゲゲ・・イインンデディィカカ・・ススメメダダ・・ススララウウィィーーララ

SSuurraawweeeerraa  AArraacchhcchhiiggee  IInnddiikkaa  SSuummeeddhhaa  SSUURRAAWWEEEERRAA  

クルネガラ高位裁判所判事

High Court Judge, Kurunegara High Court

Magistrate, Mathugama Magistrate's Court

ママハハーーララチチチチゲゲ・・ニニルルパパ・・ナナナナヤヤッッカカララ

スリランカ弁護士会弁護士

Attorney -at-Law, Bar Association of Sri Lanka

Attorney -at-Law, Bar Association of Sri Lanka

6
HHaaffeeeezz  AAzzaarrdd  NNAAVVAAVVII

検察局上席副訟務長官

アアンンソソニニーー・・ジジャャヤヤララククシシ・・デデシシルルババ

ワワニニセセカカララ・・ムムデディィヤヤンンセセララゲゲ・・チチャャママララ・・ササリリンンダダ・・ワワニニセセーーカカララ

スリランカ弁護士会弁護士

Senior State Counsel, Attorney General's Department 

Senior Deputy Solicitor General, Attorney General's Department 

検察局上級検事

ウウドドゥゥワワ・・ヴヴィィダダナナララゲゲ・・ドドンン・・トトゥゥシシタタ・・ダダンンミミカカ

ハハフフェェーーズズ・・アアザザーードド・・ナナヴヴァァヴヴィィ

9
WWaannnniisseekkaarraa  MMuuddiiyyaannsseellaaggee  CChhaammaarraa  SSaalliinnddaa  WWAANNNNIISSEEKKAARRAA

7
AAnntthhoonneeyy  JJaayyaallaakksshhii  DDEE  SSIILLVVAA  

8

アアブブドドゥゥルル・・ママリリクク・・アアジジーーズズ

AAbbdduull  MMaalliikk  AAZZEEEEZZ  

検察局検事

State Counsel, Attorney General's Department

10

チチャャンンデディィママ・・ジジャャナナカカ・・アアタタパパッットトゥゥ

CChhaannddiimmaa  JJaannaakkaa  AATTAAPPAATTTTUU  
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【【研研修修担担当当//OOffffiicciiaallss  iinn  cchhaarrggee】】

15

ワワササンンタタ・・ウウィィジジェェワワルルダダナナ・・ララトトナナヤヤカカ

WWaassaanntthhaa  WWiijjeewwaarrddaannaa  RRAATTHHNNAAYYAAKKAA  

スリランカ警察副捜査官

Sub Inspector, Sri Lanka Police

14

ララジジャャパパククササ・・パパテティィララナナゲゲ・・ママルルカカ・・ピピユユミミ・・セセナナヴヴィィララトトネネ

RRAAJJAAPPAAKKSSHHAA  PPAATTHHIIRRAANNAAGGEE  MMaallkkaa  PPiiyyuummii  SSeennaavviirraatthhnnee  

スリランカ警察女性副捜査官

Women Sub Inspector, Sri Lanka Police

13

シシンンハハ・・アアララチチチチララゲゲ・・レレノノカカ・・ジジャャヤヤススンンドドララ

SSiinngghhaa  AArraacchhcchhiillllaaggee  RReennuukkaa  JJAAYYAASSUUNNDDAARRAA  

スリランカ警察副総監

Deputy Inspector General of Police, Sri Lanka Police

イイーーダダママルルピピテティィヤヤゲゲ・・タタヌヌカカ・・ママドドゥゥハハワワ・・ナナンンダダシシリリ

  IIddddaammaallppiittiiyyaaggee  TThhaannuukkaa  MMaaddhhaawwaa  NNAANNDDAASSIIRRII  

スリランカ弁護士会弁護士

Attorney -at-Law, Bar Association of Sri Lanka

12

タタンンババウウィィタタ・・ヴヴィィダダネネララゲゲ・・ドドンン・・ダダママヤヤンンテティィ・・セセパパリリカカ・・カカルルナナララトトネネ

TThhaammbbaawwiittaa  VViiddaanneellaaggee  DDoonn  DDaammaayyaanntthhii  SSeeppaalliikkaa  KKAARRUUNNAARRAATTHHNNEE  

公安・国会省次官補

Additional Secretary, Ministry of Public Security and Parlimentary Affairs

国国際際専専門門官官  //  AAddmmiinniissttrraattiivvee  SSttaaffff  神神谷谷　　哲哲夫夫（（KKAAMMIIYYAA  TTeettssuuoo））
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